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　The　purpose　of　the　present　investigation　is　grasping　the　actual　conditions　of　small　traw1

而shery　in　the　NOBEOKA－WAN。Because　of　it，we　investigated　the　variation　of　species　com－

position　or　catch，and　a　summary　of　the　results　are　shown　in　below．

　L　The　species　composition　of　catch　was　prawns，shrimps（40％）fishes（40％）and　octopuses．

cuttle　fishes（20％）per　Ianding　and　prawns・shrimpes（75％）per　yielding．

　2。The　mixed　rate　in　catch　of　prawns・shrimpes，且shes　and　octopuses・cuttle　fishes　was　a11

50％more　or　Iess　in　prawns・shrimpes　are　Apr．～Dec，，fishes　are　July～Sept．，octopuses．

cuttle五shes　are　Jan．～Mar．．

　3．By　the　QbservatiQn　Qf　species　cQmpositiQn　of“Qther且shes’㌧we　are　grQuped　the貴ve
types。

　4．Prawns（馳耀θ％s　s6吻歪s％Jo認％s　DE　HANN，P，ゴ砂o吻o％s　BATE）decreased　slowly　since
1964．

　We　have　only　noted　a　few　problems，there　are　many　problems　remaining　unsolved．

　延岡湾は前報（1969）に述べたように，日向灘の外洋に面しているが河川水の影響の強いところで水温，

比重，塩分，水色，水流等の環境変化に富むため生物の種類も多く，小型底びき網，舟びき網，パッチ網，

定置網，磯建網，刺網など各種の漁業がみられる。なかでも，漁業従事者，生産額とも多いのは舟びき網，

パッチ網と小型底びき網漁業である。小型底びき網の漁獲物ではエビ類が最重要種で，次いでイカ類，エソ

類，ハモ，チダイ等であるが，この他に，商品価値の高いもので漁獲量の少ないもの，漁獲の対象にしてい

ない重要魚の幼稚魚，商品価値の全くない生物などが混獲され，これら雑多な魚種の相互共存したものがこ

の海域の底魚群集の姿であるといえよう。

　クルマエビ，クマエビ，エソ類，ハモの重要魚種の漁獲量は年々減少傾向を示しているが，近年は種苗放

流事業の一つとしてこの水域でチダイ，クルマエビなどの放流が行なわれてきている。しかし，その生産の

場における魚類群集体の構造や重要対象生物の生態学的研究は少ないようである。

　筆者らは底魚資源研究の一環として延岡湾の小型底びき網2種漁業の漁獲物組成と重要魚の漁況を明らか

にするため，1962年より延岡湾に出漁する漁船で延岡市土々呂漁業協同組合に水揚されたものについて，魚

体調査や市場の仕切伝票に記録された銘柄別漁獲量調査など実施した資料により解析検討を加え若干の知見

を得たので報告する。

　本文に入るに先立ち本調査にご協力頂いた宮崎県沿岸漁業指導所（現在の宮崎県水産試験場）の各位，特

＊昭和45年1月12日受理南西海区水産研究所業績24号
＊＊宮崎県水産試験場延岡分場
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にエビ類の体長測定にご協力いただいた岩田一夫技師，宮崎県延岡市土々呂漁業協同組合の方々，取まとめ

に際しご指導並びに本文の校閲を賜った外海資源部長浅見忠彦博士，前部長浜部基次博士，また，終始ご協

力頂いた花岡藤雄技官，松田星二技官，岩田美奈子技官に厚くお礼を申し上げる。

1．　調　査　方　法

　漁獲物は水揚の際にエビ類と魚類（頭足類を含む）とに分離して販売される関係で同一漁船の漁獲物でも

市場仕切伝票は別々の個票となっており，エビ類は銘柄別に9単位で，魚類，頭足類はkg単位で記帳され

ている。

　魚類，頭足類の漁獲量調査方法は年次により異なり，1962年は出漁日について2日置に1日の割でその

日に入港した全船について調査する推定方式を試み，1963年は市場の仕切伝票に記載されている入港船別，

日別，銘柄別漁獲量を全船について調査し月別に集計した。1964年以降の仕切伝票ではエビ類以外につい

ては従来の銘柄別に重量を記録する方式と異なり，魚類，頭足類の全漁獲量と銘柄別には金額で記載される

ようになっているので重要魚について金額調査を行なった。

　エビ類については1962～1964年までは日別，銘柄別漁獲量を入港船全部について仕切伝票より集計し

た。1967～1969年度は底魚資源委託調査で宮崎県沿岸漁業指導所が延岡市土々呂で実施したもので，各年

度とも6隻の標本船の全出漁日について漁獲量，漁獲金額調査を行なった。

　なお，小型底びき網漁船のなかには季節によりカツオ，ヨコワの曳縄漁やフカ，シイラ，貝類を対象とし

た漁業に転換する漁船もみられるが，ここでは底魚類（魚類，頭足類，エビ類）を対象とした小型底びき網

（手繰2種）の漁獲物のみを集計した。月別に集計した漁獲量，漁獲努力量，漁獲高についての銘柄別基礎

資料は当部の資料集として公表されている（1970年）。この他，雑魚組成，体長組成，胃内容物調査を行な

った。体長はアナゴ類，タチウオ，ハモは吻先端より肛門までとし，その他の魚類は吻先端より尾鰭基底ま

での長さ，イカ類は外套背長，エビ類は頭胸甲長を測定した。魚類の分類は松原（1955）により，その他の

水産生物は新日本動物図鑑によった。

2．宮崎県の小型底びき網漁業の概況

　（i），小型底びき網漁業の種類と漁獲量

　1968年宮崎県水産統計（1969）によると，小型底びき網漁業のなかには深海エビひき網（手繰1種）66隻，

えびひき網（手繰2種）552隻，えさびき網103隻，（手繰2種），赤貝けた網115隻，こだま貝けた網46隻，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたや貝けた網（以上手繰3種）95隻など
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Fig。1　Annual　fluctuation　of　number　of　fishing

　　efforts　and　of　catch　in　MIYAZAKI　prefecture。

の漁業種，漁船数が許可され，年間漁獲高

約4億円を水揚している。

　小型底びき網漁業（手繰1種を除く）は

1955年頃に急速な発展がみられる。宮崎の

水産（1958）によると1954年の漁獲量121

トンに較べ1958年は年間887i・ンと約7．4

倍の好成績をあげている。これは漁船数お

よび漁携技術の向上によるとしている。こ

れより更に10年後の1968年は7608トンの

漁獲が記録されている（Fig・1）。これは土

々呂地区，県中央域の都農，川南地区周辺

での貝類の漁獲5，949トンによるもので，

このために貝けた網漁業（手繰3種）が許
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可されるようになった。

　（2），手繰2種漁業の規模

　小型底びき網手繰2種漁業（えびひき網漁業）は宮崎県漁業調整規則によりトン数，馬力数は5トン未満，

15馬力以下に制限され（1970年4月より20馬力以下に改正），袖口の浮子綱の長さ12m以内，ビームの

長さ7・5m以内，袋網の網目15cmにつき18節以下の目合に制限されている。この漁業は1968年には県

下で552隻許可され，このうち延岡湾およびその周辺域で操業する漁船数は組合別にみると延岡東漁協33

隻，延岡漁協18隻，土々呂漁協37隻，鯛名漁協13隻，赤水漁協4隻（宮崎県水産統計1969）で約105隻

程度である。

　土々呂漁協の1967年の在籍船名簿より，この漁業のトン数，馬力数を調査した32隻についてみると，26

隻は3トン以上5トン未満，15馬力のジイゼル機関のもので，この型のものが圧倒的に多い。1トン以上

3トン未満，5～15馬力のもの4隻，その他2隻の構成となっている。

　小型底びき網（手繰2種）漁業の操業は主として日没から日の出までの夜間に行なわれ，3～4回操業さ

れている。1ひき網時間は投網開始より揚網完了まで約2時間を要し正味1時間30分位えい網されるのが

普通で，障害物や魚の入網状況によってひき網時間は加減される。また，台風後や時化の後および冬期のイ

カ類を対象にする場合は昼間操業も行なわれている。

　（3），手繰2種漁業に従事する漁船の年間操業形態

　沿岸小型漁船では幾つかの漁業を組合せることに

よって1年間の漁業経営が行なわれ，対象資源もそ

れぞれの季節によって相違するのが普通である。

　小型底びき網（手繰2種）漁業は多数種の底魚類

を国的とした漁業であり，他の漁業に較べて周年に

わたる専業船も多い。しかし時期により他の漁業に

転換することによって，収益増を計るため兼業形式

をとる漁船もみられる。

　延岡湾周辺で小型底びき網（手繰2種）漁業に従事

する漁船の漁業形態を大まかに分類すると，Fig・2　T・卿f・pemII財1M川Ilh　J｛u1・MaL　Mこ篭y　JuL　Se匠国・肌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SmaH　trawlのように3っの型がとられているが，いずれも主体
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3．　調査結果および考察

　（1），小型底びき網手繰2種漁業の漁獲物組成

　i．銘柄別漁獲物組成

　調査した各年について漁獲物組成の年変化を検討するとともに，前報（1969）で述べた環境調査の結果よ

り延岡湾の底層水温は夏期（8～9月）に最高水温を示し，冬期（1～3月）に最低水温がみられるので，

水温を主とした環境要因の周期的変化に伴う銘柄別漁獲物重量比の季節的推移についても検討した。

　季節別資料は市場の仕切伝票により月別に集計した銘柄別漁獲量を1～3月（低温期），4～6月（昇温

期），7～9月（高温期），10～12月（降温期）別に再集計し・銘柄別漁獲量合計値に対する各銘柄魚の重量

比を百分率で表わしTable1，Table2に示した。

　（a）．漁獲物組成の年変化

　年平均1航海，1隻当り漁獲量は1962年が5Lgkg，1963年40・4kg，1964年29・3kg，1967年25・Okg，

1968年36．5kg，1969年39・8kgであり，1967年を底として近年ではやや増加した傾向がみとめられる。

　年間漁獲量のうちの95％以上はエビ類，頭足類，魚類の漁獲量によってしめているので，それぞれにっ
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5
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7
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0
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．
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9
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．
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3
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．
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9
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．
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0
．
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2

0
．
1
5

0
．
0
3
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2
，
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2

10
1ラ
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6

4
0
．
4
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，
1
3
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5
．
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2

1．
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1．
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0
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8
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0
．
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9

0
．
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8

0
．
2
8

0
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1，
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0
．
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．
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1．
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．
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．
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．
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．
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［ 嵩

月 年

銘
柄
名

学
名

ハ
　
　
　
ギ

イ
シ
モ
チ

ス
ミ
ヤ
キ

マ
　
ケ
　
ラ

イ
　
サ
　
キ

エ
　
　
　
イ

ト
　
　
　
ラ

イ マ ノ
、 エ ゼ
’

金

　
　
ボ

　
　
ウ

　
　
ゼ
’

　
ノ
｛

ン
　
ゴ

　
　
魚

タ
チ
ウ
オ

コ
　
　
　
テ

カ
　
マ
　
ス

Al
ut
er
id
ae

Ap
og
on

Th
er
ap
on
　
Op
yr
hy
nc
hu
s

Ge
rr
es
　
ja
po
ni
cu
s

Pa
ra
pr
is
ti
po
ma
　
tr
il
in
ea
tu
m

Da
sy
at
id
ae

Pa
ra
pe
rc
id
ae

Ps
en
op
si
s　
an
om
al
a

Ze
us
　
ja
po
ni
cu
s

Go
bi
in
a

C
ar
an
xe
qu
ul
a

T
ra
ch
ur
us
　
Ja
po
ni
cu
s

Ch
el
id
op
er
ca
　
hi
ru
nd
in
ac
ea

T
ri
c
h
iu
m
s
　
l
ep
tu
ru
s

Pl
ec
to
r
hy
n
ch
us
　
ci
nc
tu
s

Sp
hy
ra
en
a

そ
の
他
の
魚
類
　
Ot
he
r飴
he
s

魚
類
小
計
　
To
t
al
o
f偽
he
s

タ
　
コ
類

コ
ウ
イ
カ
類

O
ct
op
o
da

S
．
ep
圭
五
da
e

タ
コ
，
イ
カ
類
の
小
計
　
　
To
ta
l　
of
Oc
to
pu
s＆
Cu
tt
le
飴
h

ノ
恩

イ
　
　
　
B
ab
y
lo
ni
a
　
j
ap
on
i
ca

カ
ニ
類
Br
ac
hy
ur
a

ク
ル
マ
エ
ビ

ク
マ
エ
ビ

Pe
na
e
us
j
ap
on
i
cu
s

Pe
na
e
us
　
se
mi
su
l
ca
tu
s

Ja
n．
～
Ma
r．

19
62 ％ 0。
09

0．
18

0．
36

0．
32

0．
10

0．
03

0．
14

0．
01

6．
80
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．
14

1．
89

53
．
64

55
．
53

2．
50

0．
56

0，
03

19
63 ％ 0．
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0．
07

0．
18

1，
89

0．
00

0．
25

0．
01

0．
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0、
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0．
05

0．
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0．
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6．
00
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．
23

1．
69
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．
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56
．
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2．
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0，
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0．
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r．
～
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19
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0．
01

0．
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0．
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44

28
，
56

30
．
00

0．
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0．
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0．
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0．
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0．
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0．
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．
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3．
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．
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．
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0．
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0．
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，
7．
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～
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．
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1，
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0．
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0．
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1．
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0．
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0．
56

0．
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0．
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0．
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0．
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．
32
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0．
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0．
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0．
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0．
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0．
02

0，
66

0．
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1。
31

0．
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0．
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4
9
。
5
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0．
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1，
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．
～
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．
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0
。
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．
0
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0．
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0
．
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0
．
0
2

0
．
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0．
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0．
0
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0
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．
57

25
，
32

0．
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9
．
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8
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．
0
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0
．
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．
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0
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0．
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1．
19

1
．
0
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0
．
3
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0
．
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。
3
9
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0
．
0
0

0
．
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．
0
0
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5
．
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．
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4

8
．
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0

8
．
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．
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．
0
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2
．
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6
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1
9
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，
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3

0
．
5
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0
．
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0
。
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5

0．
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0
．
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．
6
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0
．
0
2

0
．
5
0

0
．
3
4

0
．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
5
7

4
．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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月 年

銘
　
柄
　
名

学
名

ヤ
　
　
ワ
　
ラ

オ
　
　
　
　
ゾ

ヨ
　
　
　
　
リ

シ
　
　
　
　
バ

イ
　
　
　
　
セ

‘
‘
Sl
o
ug
h
e
d　
p
ra
w
n
s”

M
et
a
p
en
a
e
us
　
m
on
oc
er
os

“
La
rg
e　
sh
ri
mp
s”

“
Sm
al
l　
sh
ri
mp
s”

Pa
nu
li
ru
s　
ja
po
ni
cu
s

エ
ビ
類
小
計
To
ta
l　
of
　
pr
aw
ns
＆
sh
r
im
p
s

Ja
n。
～
Ma
r．

19
62 ％ 0．
00

3．
64

4．
24

19
63 ％ 0．
02

0．
03

0．
28

5．
73

6．
66

Ap
r。
～
Ju
n．

19
62 ％ 0。
78

0，
36

0．
01

27
．
05

0．
01

38
．
81

19
63

％ 0．
78

1．
38

10
．
03

17
．
31

0．
00

40
．
77

Ju
1．
～
Se
pt
．

19
62

％ 0，
32

0．
81

0．
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36
．
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0，
03

39
．
85

19
63
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3．
94

0．
74

34
．
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0，
08

45
．
61

Oc
t．
～
De
c。

19
6
2

％ 0
．
4
9

0
．
7
3

1
2．
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0
．
1
4

24
．
21

19
63

％ 1．
62

3．
16

0
．
1
2

20
．
40

0
．
1
5

4
1
。
2
9

T
o
t
a
l

19
62

％

0
．
3
7

0
．
5
3

0
．
1
3

21
．
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0
．
0
5

2
7
，
2
8

1
9
6
3

％ 0
．
7
3

2
．
0
9

2．
41

19
．
57

0
．
0
5

3
2
．
2
4

5 冨

（
b）
　
19
64
，
19
67

調
　
　
査

総
　
　
漁

1隻
当

　
隻
　
　
数

　
獲
　
　
量
　
（
kg
）

り
漁
獲
量
（
kg
）

漁 獲 物 重 量 組 成 劣

そ エ ク ヤ ク オ ヨ シ イ

の
他
の
漁
獲
量

ビ
　
類
　
漁
　
獲
　
量

　
ノ
レ
　
　
マ
　
　
　
エ
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マ
　
　
　
　
エ
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r．
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5
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．
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94
．
46

5．
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0．
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38

4．
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～
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n．

19
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，
84
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．
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．
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6．
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．
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．
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44
．
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．
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．
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l．
～
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ン
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5．
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．
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．
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．
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．
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3．
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8．
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．
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0．
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．
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．
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．
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0．
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．
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．
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．
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．
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7
3
．
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5
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6
2
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8
．
5
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5
2

0．
4
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．
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3
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8．
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．
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．
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2
．
8
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1
9
．
4
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4
．
0
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0
．
1
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0

T
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t
a
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9
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6．
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．
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8
．
7
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5
1
．
2
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1
4
．
5
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3
．
8
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3
．
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．
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6
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7
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．
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．
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4
．
3
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2
，
6
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．
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3
．
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．
1
5

2
9
．
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1 お 1

（
c
）
19
68
，
1
9
69

月 年

調
　
　
査
　
　
隻
　
　
数

総
　
　
漁
　
　
獲
　
　
量

1隻
当
り
漁
獲
量

そ
の
他
の
漁
、
獲
量

エ ク ヤ ク オ ヨ シ イ

ビ
類
漁
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獲
量

ノ
レ
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エ
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．
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．
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0．
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0．
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2，
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9
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．
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．
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19
．
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0．
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0．
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0．
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17
．
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Ap
r．
～
Ju
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5

8，
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3
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．
01
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．
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．
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2。
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0．
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1．
69

　
　
0．
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3．
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．
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69

　
　
　
22
7

87
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7
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．
81
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．
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．
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2．
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0．
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1．
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3．
06
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．
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0．
00
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1．
～
Se
pt
，

19
68
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8

7，
68
1

　
　
40
．
85

　
　
62
．
27

　
　
37
．
71

　
　
2．
70

　
　
1．
19

　
　
0．
11

　
　
1。
21

　
　
0．
88

　
　
31
，
58

19
69

　
　
　
15
2

4，
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3
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．
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．
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24
．
08

　
　
5．
44

　
　
1．
32

　
　
0．
01

　
　
2．
16

　
　
0．
70
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．
05

　
　
0。
24

O
c
t
．
～
De
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68
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2

5，
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2
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．
59
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．
16

　
　
33
．
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1．
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2．
4
2

　
　
5．
8
6

　
　
2．
4
9
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05

　
　
21
．
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19
69

　
　
　
1
4
1

7
，
5
9
2
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．
84
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．
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1
1
．
7
4

　
　
1
．
4
6

　
　
0．
32

　
　
0．
36

　
　
0．
65

　
　
0．
01
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0．
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T
o
t
a
1
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5
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ラ
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2
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．
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6
8
．
3
1

　
　
31
．
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2
．
0
6

　
　
　
1．
23

　
　
　
2．
02

　
　
　
1．
13

　
　
　
1．
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2
3
．
8
8

1
9
6
9
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7
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1

　
　
3
9
．
8
8
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．
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2
9
．
0
5
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0
．
7
0

　
　
　
0．
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07
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．
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16
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bl
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．

（
a）
19
64
，
19
67
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・
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％
）
by
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，
se
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・
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nd
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a
l
n
a
m
e
s
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・
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on
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・

月 年
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総
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高
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当
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いて経年の推移をみると，エビ類は1962年が27・2％，1963年32・4％，1964年5L2％，1967年50，7％，

1968年3L6％，1969年29・0％となり，1964，1967年は漁獲量の50％はエビ類で占めている。年漁獲高

（水揚金額）でエビ類の占める割合をみると1964年が84・0％，1967年77・9％，1968年70，0％，1969年72，7

％で小型底びき網手繰2種漁業の主要資源となっていることを示している。

　魚類の漁獲量の比率は1962年が44．5％，1963年41・1％を占め，頭足類は1962年に25．3％，1963年23．8

％を占めている。1964年以降は魚類，頭足類を区別できる資料が得られず，両者を含めてみると，エビ類

の比率とは逆の関係を示すことになり，1964年が48・7％，1967年49・2％，1968年68・3％，1969年69・8％

となっており，漁、獲量ではエビ類とともに量要な役割を果しているものといえよう。

　次に，1962，1963年の年漁獲量に対する銘柄別重量比で1％以上を占めるものについて比率の大きい順に

列記すると，1962年はイカ類25。3％，シバエビ類2LO％，ハモ11。3％，エソ類10，4％，クマエビ4．5％，

ヒラメ2，3％，カニ類2。1％，コチ類2。0％，ヒメ1．8％，キスL7％，タコ類！、4％，アナゴ類1・1％，エ

イ類L　O％などであり，1963年はイカ類22・2％，シバエビ類19・5％，エソ類5・6％，クマエビ4・7％，カナ

ガシラ類4・3％，クルマエビ2・5％，ハモ2・4％，ヨリ（サルエビ，トラエビの大型のも）2・4％，オゾ（ヨシ

エビ主体）2、0％，チダイシバダイ1・9％，ヒラメ1，8％，コチ類L7％，カニ類1・6％，タコ類L6％，ゼン

ゴ（アジ類）L5％，アンコウ1・2％，金魚（ヒメコダイ）L2％，トラギス科L2％，アナゴ類1・2％，ウシ

ノシタ類1．0％の順となり，両年の3位以下の銘柄は年による順位変動が大きい。

　（b）．銘柄別漁獲重量比の季節変化

　エビ類，頭足類，魚類に大別して季節変化をみると，1962，！963年ではエビ類は1－3月に4～6％台で

低く，4－6月に38～40％と急激に増加し，7－9月に39～45％で最高水準を示し，10－12月には24～41％で

やや低下する傾向がみられる。魚類は1－3月に37～33％，4－6月に28～29％，7－9月に53～48％，10－

12月48～43％の比率を示し・7－9月に魚類漁獲量が大きいことが認められる。頭足類（主体はコウイカ）は

1－3月に55～56％，4－6月30～21％，7－9月3％，10－12月25～8％で，1－3月には漁獲物の半数以上

を占め最も重視されるが，7－9月には僅か3％台に低下し季節変動の大きいものである。

　1964年以降についてエビ類と魚類・頭足類の比率をみると，1964，1968，1969年の1－3月では1962，1963

年と同様にエビ類の比率は低く，魚類・頭足類などの比率が圧倒的に高い。1964～1969年の4－6月，7－9

月はエビ類が50％以上を占め，10－12月では1964年の場合73％と多いが，1967年は38％にとどまってい

る。全般的にみて，エビ類は年により若干の相違はみられるが，4－12月には漁獲量の半数近いものを占め，

冬期（1－3月）に著しく低下する傾向を示すもので，頭足類の季節変化とは対照的異質の関係がみられる。

　次に，季節変化が認められる銘柄のうち，1－3月にピークをもつ銘柄をみると，コウイカ類，エソ類，

ヒラメにみとめられる。4－6月にはグチ類，キス，エイ類，クマエビにピークがみられ，7－9月にはコチ

類，カナガシラ類，クルマエビ，ハモ，オゾ（主としてヨシエビ）・シバエビ（小型エビ類）・10－12月には

シバダイ（チダイ当才魚），ウシノシタ類，クマエビがこれにあたる。これらの銘柄で漁獲量，水揚金額の

両面で主要な位置にあるものは1－3月のコウイカ類，エソ類，4－6月のクマエビ，7－9月のクルマエビ，

ハモ，シバエビ，10－12月のクマエビ，シバダイなどであろうと思われるので後述の重要魚種の季節変化の

項でのべたい。

　ii．雑魚組成

　雑魚は殆んど魚市場に水揚されず自家消費される。また，利用価値のない生物は洋上投棄されている関係

もあり，有用魚以外のこれらの生物の実態は殆んど知られていなかったので，種類数，混獲状況を明ら々・に

するため，1967年より宮崎県沿岸漁業指導所で底魚の委託調査の一環として調査された。

　雑魚の抽出は標本船の漁獲物より重要銘柄魚をよりだした残りの生物（小型魚・エビ類などと海上へすて

る生物（カニ類が多い）を含む）巾より約2・5kgを抽出する雑魚組成調査を原則として月1回以上実施した。

1967年4月～1968年12月までに延47回標本が採集され，合計124k9の雑魚について組成調査が行なわれた。

　銘柄魚と同様に季節別に区分し，最近の3ケ年間における各季節に出現した種類についてそれぞれの重量

を集計し，標本重量に対する各種のしめる割合を百分率で示すとTable3のような結果が得られた。Table3

21一



旨 1

Ta
b王
e3
．
Sp
e
ci
es
　
co
m
po
si
t
io
n
　
of
“
O
th
er
　
fi
sh
es
”
sh
ow
　
th
e　
ca
tc
h（
gr
・
）
an
d　
Pe
rc
en
ta
ge
　
by
　
se
as
on
　
fr
om
　
Ap
r・
，
19
67
to
　
De
c・
19
68
・

No
．

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

Sp
ec
ie
s　
na
me

ガ
ン
ギ
エ
イ

オ
　
キ
　
エ
　
ソ

マ
　
　
　
エ
　
　
　
ソ

ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ

ゴ
　
ン
　
ズ
　
イ

ア
　
ナ
　
ゴ
　
科

マ
　
ア
　
ナ
　
ゴ

ゴ
テ
ン
ァ
ナ
ゴ

ダ
イ
ナ
ン
ウ
ミ
ヘ
ビ

メ
ク
ラ
ア
ナ
ゴ

ウ
　
　
ツ
　
　
ボ

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ

マ ム マ マ カ ヒ

ト
　
ウ
ダ
イ

ギ
イ
　
ワ
　
シ

ル
　
ア
　
ジ

　
ア
　
　
ジ

イ
　
ワ
　
リ

イ
　
ラ
　
ギ

オ
キ
ヒ
イ
ラ
ギ

ヒ
　
　
メ
　
　
ジ

ミ
ナ
ミ
ヒ
メ
ジ

マ
ト
イ
シ
モ
チ

ク
ロ
イ
シ
モ
チ

テ
ン
ジ
ク
ダ
イ

テ
ッ
ポ
ウ
イ
シ
モ
チ

ネ
　
　
ン
　
ブ
’
ツ
　
ダ
イ

ユ
　
ゴ
　
イ
　
科

R
aj
a　
ke
no
je
i

Tr
ac
hi
n
o
ce
p
h
al
u
s

Sa
ur
id
a　
un
do
sq
ua
mi
s

Di
ap
hu
s　
co
er
ul
eu
s

Pl
ot
os
us
　
an
gu
il
la
ri
s

Co
ng
ri
da
e

A
st
ro
co
ng
er
　
my
ri
as
te
r

An
ag
o　
a
n
ag
o

Op
hi
su
ru
s　
ma
cr
or
hy
nc
hu
s

Dy
so
mm
a　
an
gu
il
la
re

Gy
mn
ot
ho
ra
x　
ki
da
ko

Hi
pP
oc
am
pu
s　
co
ro
na
tu
s

Ze
us
　
ja
po
ni
cu
s

At
he
ri
on
　
el
ym
us

De
ca
pt
er
us
　
ma
ru
ad
si

Tr
ac
hu
ru
s　
ja
po
n
ic
us

Ca
ra
n
xe
q
u
ul
a

Le
i
og
n
a
th
u
s
　
n
u
ch
al
is

L．
ri
v
u
l
at
u
s

Up
en
eu
s　
be
ns
as
i

U．
vi
t
ta
tU
S

Ap
og
on
ic
ht
hy
s　
c
ar
in
at
us

Ap
og
on
　
ni
ge
r

A．
1i
ne
at
us

A
．
k
ie
ns
i
s

A．
se
mi
li
ne
at
us

Ku
hl
ii
d
a
e

Ja
n．
～
Ma
r．

9L

42
6

41
0

31
5

19
8 22 21 3
6

87
2

43
9

17
1 53 21 12
7

％ 2，
97

2，
86

2．
19

1．
38

0，
15

0．
14

0．
25

6．
08

3．
06

1．
19

0．
36

0．
14

0．
88

Ap
r．
～
Ju
n，

9「
・ 83

64
9

　
6

70
3 19

11
3 12

　
55

　
17
1，
00
0

1，
24
2

　
24
2

　
　
7

　
74

　
71
1，
49
6

　
11

％ 0．
21

1．
65

0．
01

1．
78

0．
04

0．
28

0．
03

0．
13

0．
04

2．
54

3．
15

0．
61

0．
01

0．
18

0．
18

3．
80

0．
02

Ju
1．
～
Se
pt
．

9L

59

34
9

　
5

1，
66
3

13
0 40 19
8

　
11
7

　
10
4

　
25
9

1，
50
1

　
35
　
14
1

　
10
0

　
72
1，
01
6

％ 0．
15

0．
90

0．
01

4，
30

0．
33

0．
10

0．
51

0．
30

0．
26

0．
66

3．
88

0．
09

0．
36

0．
25

0．
18

2．
62

Oc
t．
～
De
c．

9
「
・

　
23

　
17
8

1
，
3
0
4

18

77
2 11

　
30

　
50

　
　
2

　
13
1
，
4
2
6

1，
27
4

24
9

　
58

　
10
6

1β
16

％ 0
．
0
7

0
．
5
5

4
．
0
9

0
．
0
5

2
，
4
2

0
．
0
3

0
．
0
9

0．
15

0
．
0
0

0
．
0
4

4
．
5
0

4
．
0
0

0
．
7
8

0
．
1
8

0
．
3
3

5
．
7
0

To
ta
1

9
「
・

　
23
　
32
0

2，
72
8

　
11

　
18
3，
54
8

　
31
5
19

13
0

40 11
3 11

4
0
8 22 3
0 50 19
5

1
7
0

3，
55
7

4
，
4
5
6

　
35
　
80
3
　
　
7

　
28
5
　
27
0

4
，
4
5
5

　
11

％ 0．
01

0
．
2
5

2
．
1
9

0
．
0
0

0．
Ol

2
．
8
4

0
．
2
5

0．
01

0
．
1
0

0
．
0
3

0
．
0
9

0
．
0
0

0．
31

0．
01

0
．
0
2

0
．
0
4

0
．
1
5

0
．
1
3

2
．
8
5

3
．
5
7

0
．
0
2

0
．
6
4

0
．
0
0

0
．
2
2

0．
21

3
．
5
7

0
．
0
0



8

No
． 2
8

2
9

3
0

3
1 32 33 34 35 36 3
7 38 39 40 41 4
2 43 44 4
5

46 47 4
8 49 5
0

5
1

52 5
3

5
4 55 56

Sp
ec
ie
s　
na
m
e

ホ
タ
ル
ジ
ャ
コ

ム
　
　
　
　
　
　
ツ

マ
　
　
ハ
　
　
タ

ア
　
　
　
　
　
ラ

ベ
ン
テ
ン
ハ
ナ
ダ
イ

シ
　
ロ
　
グ
　
チ

キ
　
　
　
　
　
ス

チ
　
　
ダ
　
　
イ

イ
　
　
サ
　
　
キ

コ
シ
ョ
ウ
ダ
イ

シ
マ
イ
　
サ
ギ

ク
ラ
カ
ケ
ギ
ス

ヨ ヤ ネ ギ ノ、 ア

シ
マ
オ
コ
ゼ

メ
　
ゴ

リ
　
ヌ
メ

ズ
　
ミ
　
ゴ

　
　
ン

ゼ
　
亜

カ
　
ハ

チ リ チ ポ 目 ゼ
’

コ
モ
チ
ジ
ャ
コ

カ
ゴ
カ
キ
ダ
イ

ア
　
　
イ
　
　
ゴ

カ
　
ワ
　
ハ
　
ギ

ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ

サ
　
バ
　
フ
　
グ

ヒ
メ
ヤ
マ
ノ
カ
ミ

ハ
　
　
　
　
　
チ

ヒ
レ
ナ
ガ
カ
サ
ゴ

ヒ
　
メ
　
オ
　
コ
ゼ

A
c
ro
p
om
a　
ja
po
ni
cu
m

Sc
om
br
o
ps
　
bo
o
ps

Ep
in
ep
he
lu
s　
se
pt
em
fa
sc
ia
tu
s

Ni
ph
on
　
sp
in
os
us

Mu
s
te
li
c
ht
h
y
s　
g
ra
ci
li
s

Ar
gy
ro
s
o
mu
s
　
ar
ge
nt
at
us

Si
ll
ag
o　
si
h
a
ma

Ev
yn
ni
s　
ja
po
ni
ca

Pa
ra
pr
is
ti
po
ma
　
tr
il
in
ea
tu
m

Pl
ec
to
rh
yn
ch
us
　
ci
nc
tu
s

Th
er
ap
on
　
ox
yr
hy
nc
hu
s

Ne
op
er
ci
s
　
se
x
fa
s
ci
at
a

U
ra
no
sc
op
us
　
ja
po
ni
cu
s

Ca
ll
iu
ri
ch
th
ys
　
ja
po
ni
cu
s

C．
do
ry
s
s
us

C
al
li
o
ny
mu
s　
ri
ch
ar
ds
on
i

En
ed
ri
as
　
ne
bu
lo
su
s

Go
b
i
in
a

Ch
ae
tu
ri
ch
tb
ys
　
he
xa
ne
ma

C
，
sc
ii
st
iu
s

M．
s
tr
ig
at
us

S
ig
an
u
s　
f
u
sc
e
s
ce
ns

St
ep
ha
no
le
pi
s　
ci
rr
hi
fe
r

Na
vo
d
on
　
m
od
e
st
us

La
go
ce
ph
a正
us
　
lu
na
ri
s

Br
ac
hi
ru
s　
be
ll
us

Ap
is
tu
s
　
c
ar
i
n
at
us

Ne
o
se
ba
st
es
　
en
ta
xi
s

Mi
no
us
　
mo
no
da
ct
yl
us

Ja
n．
～
Ma
r．

9「
・

3 20 13
8

18 20 43 18
3

57
6

62
0 85

41
6 20

　
8 73

％ 0．
02

0．
13

0，
96

0、
12

0．
13

0，
30

1．
27

4．
02

4．
32

0，
59

2．
90

0．
13

0．
05

0．
50

Ap
r．
～
Ju
n．

9L

44 1
4

　
13
0

17
33
7

52
4

　
18
2シ
65
4

2，
79
5

21

16
7 78 45 12
5

％ 0．
11

0．
03

0．
33

3．
40

1．
33

0。
04

6．
74

7．
10

0。
05

0．
42

0．
19

0．
11

0．
31

Ju
l．
～
Se
pt
．

9「
・ 26
2 3

16
2

75
－

86 16
2

40

17
81
1

5，
82
9 8
12

14
7 13 16

1 4

％ 0．
67

0．
00

0．
41

0．
19

0．
22

0．
41

0．
10

4．
68

15
，
07

0．
02

0．
03

0．
38

0．
03

0，
04

0．
00

0．
01

Oc
t．
～
De
c，

9
「
・ 8
6

85 2
5

4
1
4

2
9
3 16 16

4
5
0

38
8

62
8

　
5

10
8

86 7
0

1，
14
8

　
41

　
　
9

19

％ 0
．
2
7

0
．
2
6

0
。
0
7

1．
30

0
．
9
2

0
。
0
5

0
．
0
5

1．
41

1．
21

1．
97

0。
01

0
．
3
3

0
．
2
7

0
．
2
2

3
．
6
0

0
．
1
2

0
．
0
2

0
．
0
5

T
o
t
a
l

9L 　
13
0

　
36
4

　
25
　
　
3

　
20
　
41
4

　
72
3

1
，
4
3
0

　
12
2
　
43
　
16
1
，
3
1
9

　
40
　
18
5，
42
9

9，
87
2

　
　
5
　
13
7

　
17
9

　
86

　
70

　
78

　
23
2
　
58
1，
56
4

　
61

　
33

　
　
1

　
22
1

％ 0
。
1
0

0
。
2
9

0
．
0
2

0
．
0
0

0．
01

0
．
3
3

0
。
5
8

1
．
1
4

0
．
0
9

0
，
0
3

0．
01

1
．
0
5

0
．
0
3

0，
01

4
．
3
5

7
．
9
2

0
．
0
0

0
．
1
0

0
．
1
4

0
。
0
6

0
．
0
5

0
．
0
6

0
．
1
8

0
．
0
4

1．
25

0
．
0
4

0
．
0
2

0
，
0
0

0
，
1
7



『 駅 【

No
． 5
7

5
8

5
9

6
0

61 6
2

6
3

6
4

65 66 67 68 69

Sp
ec
ie
s　
na
me

オ
　
ニ
　
ゴ
　
チ

マ
ツ
バ
ゴ
チ

メ
　
　
ゴ
　
　
チ

コ
　
　
　
　
　
　
チ

ソ
コ
ハ
リ
ゴ
チ

ホ
　
ウ
　
ボ
　
ウ

ト
ゲ
カ
ナ
ガ
シ
ラ

ソ
コ
カ
ナ
ガ
シ
ラ

カ
　
ナ
　
ガ
シ
ラ

ホ
シ
セ
ミ
ホ
ゥ
ボ
’
ウ

コ
　
ケ
　
ビ
ラ
　
メ

ヒ
　
　
　
ラ
　
　
　
メ

タ
マ
カ
ン
ゾ
ウ

ガ
ン
ゾ
’
ウ
　
ビ
ラ
　
メ

イ
イ
ジ
マ
ダ
ノ
レ
マ
ガ
レ
イ

ダ
ル
マ
ガ
レ
イ

カ
ワ
ラ
ガ
レ
イ

カ
　
レ
　
イ
　
科

ト
ビ
サ
サ
ウ
シ
ノ
シ
タ

シ
マ
ウ
シ
ノ
シ
タ

ツ
ノ
ウ
シ
ノ
シ
タ

ク
ロ
ウ
シ
ノ
シ
タ

イ ゲ ア ノ
、 イ ウ

ヌ
　
ノ
　
シ
　
タ

　
　
ン
　
　
　
コ

ン
　
コ
　
ウ

ナ
　
オ
　
コ
　
ゼ

ザ
　
リ
　
ウ
オ

ミ
サ
ボ
テ
ン

O
ni
g
oc
ia
　
sp
in
os
a

Ro
ga
di
us
　
as
pe
r

S
ug
gr
u
nd
us
　
me
er
de
ro
or
ti

Pl
at
y
ce
ph
a
lu
s
　
in
di
cu
s

Ho
Pl
ic
ht
hy
s　
gi
lb
er
ti

Ch
el
i
do
ni
ch
th
ys
　
ku
mu

L
ep
id
o
tr
ig
la
　
ja
po
ni
ca

L．
ab
ys
sa
li
s

L。
mi
cr
op
te
ra

Da
ic
oc
us
　
pe
t
er
s
e
ni

Ci
th
ar
oi
de
s　
ma
cr
ol
ep
id
ot
us

P
ar
al
i
ch
th
ys
　
ol
iv
ac
eu
s

Ps
e
ud
o
r
ho
m
b
us

　
　
　
　
　
　
Pe
nt
op
ht
ha
lm
ll
s

P
．
ci
m
am
o
n
eu
s

　
　
Ps
et
ti
na
　
ij
im
ai

En
gy
pr
os
op
on
　
gr
an
di
sq
ua
ma

Po
ec
il
op
se
tt
a　
pl
i
nt
hu
s

Pl
e
ur
on
ec
ti
da
e

As
e
ra
gg
od
es
　
ko
be
ns
is

Ze
br
ia
s　
ze
br
a

Ae
s
op
i
a
　
c
o
mu
t
a

Rh
in
oP
la
gu
si
a　
ja
po
ni
ca

Cy
no
91
0s
su
s　
ro
bu
st
us

Ar
el
is
cu
s　
in
st
er
ru
pt
us

Lo
ph
io
mu
s　
se
ti
ge
ru
s

Pt
er
op
hr
yn
e　
hi
st
ri
o

An
te
nn
ar
iu
s　
tr
id
en
s

Ca
ve
rn
ul
ar
ia
　
ob
es
a

Ja
n．
～
Ma
r．

9「
・ 23
8

31
5

63

76 76

38
8

　
7

18
0

42
5 60

37
0

23
2 11

％ 1．
66

2．
20

0．
43

0．
53

0．
53

2．
70

0．
04

1．
25

2．
96

0．
41

2．
58

1，
61

0．
07

Ap
r・
～
Ju
算
・

9「
・

5

11
1 68 57

49
0 27

42
9 38 77

9

26

17
61
0

　
24
　
54
9

　
29
1

　
50

　
13
8
　
20
0

2，
28
3

　
25
9

13
6

46
9

％ 0．
01

0．
28

0，
17

0．
14

1．
24

0．
06

1．
09

0．
09

0．
19

0．
02

0．
06

4．
09

0．
06

1．
39

0，
74

0．
12

0．
35

0．
50
』

5．
69

0，
65

0．
34

1．
19

Ju
1．
～
Se
pt
．

9「
・ 53
4

　
24
0

　
42

　
20
1）
00
6

　
　
7

83 55 26

25
8

17
6

35
0．

68
9

　
16
2

　
47
2り
59
6

　
24
　
15
　
37

％ 1．
38

0．
62

0．
10

0．
05

2，
60

0．
01

0．
21

0．
14

0．
06

0．
66

0．
45

0．
90

1．
78

0．
41

0．
12

6，
71

0．
06

0．
03

0．
09

Oc
t．
～
De
c，

9L 1，
05
8

41

4
6
0

30
9

22
0

16
2

8
0
0

　
85
5

1，
15
4

　
91
1

　
62 1
0

89

％ 3
．
3
2

0
．
1
2

1．
44

0
．
9
7

0
．
6
9

0
．
5
0

2．
51

2
．
6
8

3
．
6
2

2．
86

0
．
1
9

0
．
0
3

0
．
2
7

T
o
t
a
l

9
「
・

　
　
5

’ 2 3 8

2
ン
0
1
8

　
68
　
63

　
29
7
　
53
2

　
88
1
7
9
7
1

　
　
7

　
11
4

　
46
9

　
　
9

　
81

　
26
2
，
4
7
6

　
20
7

1，
24
1

2ン
20
5

　
50
　
60
1，
52
5

1，
40
1

6
，
0
2
2

　
34
5
　
15
　
19
4

　
55
8

％ 0
．
0
0

0
．
1
9

1．
62

0
．
0
5

0
．
0
5

0
．
2
3

0
．
4
2

0
．
0
7

1．
58

0
．
0
0

0
．
0
9

0
．
3
7

0
．
0
0

0
．
0
6

0
．
0
2

1
．
9
8

0
．
1
6

0
．
8
9

1．
77

0
．
0
4

0
．
0
4

1．
22

1．
12

4
．
8
2

0
．
2
7

0．
01

0
．
1
5

0
，
4
4



1 謡

No
．

S
pe
ci
es
　
na
me

85
　
ウ
　
ミ
　
エ
　
ラ

86
　
タ
カ
ラ
ガ
イ
類

87
　
ッ
メ
タ
ガ
イ

88
　
ホ
　
ラ
　
ガ
イ

89
　
ミ
ク
リ
ガ
’
イ

90
　
キ
セ
ワ
タ
ガ
イ

91
　
ヌ
ノ
メ
ア
カ
ガ
イ

92
　
マ
ノ
レ
サ
ル
ボ
ウ

93
　
イ
タ
ヤ
ガ
イ

94
　
カ
　
イ
　
類

95
　
コ
　
ウ
　
イ
　
カ

96
　
ヒ
メ
コ
ウ
イ
カ

97
　
ミ
　
ミ
　
イ
　
カ

98
　
ジ
ン
ト
ウ
イ
カ

9
9　
ヤ
　
リ
　
イ
　
カ

10
0　
ス
ル
メ
イ
カ

10
1　
イ
　
カ
　
類

10
2　
マ
　
ダ
　

コ

10
3　
　
　
イ
　
　
　
ィ
　
　
　
タ
“
　
　
コ

1
04
　
｝
　
ミ
　
　
ズ
　
　
ダ
　
　
コ

10
5　
ウ
ロ
コ
ム
シ

1
06
　
ク
ル
マ
エ
ビ

10
7ク
マ
エ
ビ

10
8ヨ
シ
エ
ビ

10
9サ
ル
エ
ビ

11
0　
マ
イ
マ
イ
エ
ビ

U1
ア
カ
エ
ビ

11
2ト
ラ
エ
ビ

11
3イ
シ
ェ
ビ
’

L
ei
op
t
er
u
s
丘
m
b
ri
at
us

Cy
pr
ae
id
ae

N
ev
e
ri
ta
　
di
dy
ma

Ch
ar
on
i
a　
t
ri
to
ni
s

Si
ph
o
n
al
i
a
　
c
a
ss
id
ar
ia
ef
or
mi
s

Ph
il
in
e　
ar
ge
nt
at
a

Cu
cu
ll
ae
ag
ra
nu
lo
sa

A
n
ad
a
ra
　
ni
pP
on
en
si
s

Pe
ct
e
n　
al
bi
ca
ns

Pr
os
o
br
an
ch
ia

S
ep
i
a　
es
cu
le
nt
a

Se
pi
a
　
an
dr
ea
nQ
id
es

E
up
ry
mn
a　
mo
rs
ei

Lo
li
g
o　
ja
po
ni
ca

D
o
ry
t
eu
th
is
　
bl
ee
ke
ri

T
od
a
ro
de
s
　
p
a
ci
f
ic
us

D
e
ca
po
da

Oc
to
pu
s　
vu
lg
ar
is

O，
oc
el
la
tu
s

O．
ho
ng
ko
ng
en
si
s

Ap
hr
o
di
ta
　
ja
po
ni
ca

Pe
na
eu
s　
ja
po
ni
cu
s

P．
se
mi
su
lc
at
us

Me
ta
pe
n
a
eu
s
　
mo
no
ce
ro
s

Tr
ac
hy
pe
na
eu
s　
cu
rv
ir
os
tr
is

At
yp
op
en
ae
us
　
co
mp
re
ss
ip
es

Me
ta
pe
na
eo
ps
is
　
ba
rb
at
a

M．
a
cc
li
vi
s

Si
cy
on
i
a
　
c
ri
s
t
at
a

Ja
n．
～
Ma
r。

9「
・

8

28
5

20
2

17
3

15
8 39 33

26
3 94 36 86 71 1
8

％ 0．
55

1．
98

1．
40

1．
20

1．
10

0，
27

0．
23

1。
83

0．
65

0．
25

0．
60

0，
49

0．
12

Ap
r．
～
Ju
n．

9「
・ 4
3 39 54

3
30

91
3 4
63
7

87
9 7

15
4

56
8

11
0 60 20

5

27
25
3

81
9

91

％ 0．
10

0．
09

0，
13

0．
00

0。
07

2．
32

0．
Ol

1。
62

2，
23

0．
01

0．
38

1．
44

0．
27

0．
15

0．
05

0．
01

5．
73

2．
08

0．
23

Ju
l．
～
Se
pt
．
・

9「
・

8
31 22

18
7

24
0

1，
20
4

　
6 25
5

68
9

　
21 28
1

10
3

66

33
9

1，
51
6

　
3

王
，
41
2

　
84

％ 0．
02

0．
08

0．
05

0．
48

0．
62

3．
11

0．
01

0．
66

1，
78

0．
05

0．
72

0．
26

0。
17

0．
87

3．
92

0．
00

3、
65

0．
21

Oc
t．
～
De
c．

9L

26

10
0

13
8

　
48 62
6

6
2
2

17
45
5

6
9
3

　
38 11
0

　
20

　
42
　
9 95
7

　
84 12
1

2β
11
13
4

　
5 45
2

　
6

％ 0
。
0
8

0．
31

0
．
4
3

0
．
1
5

1，
96

1．
95

4
．
5
7

2
．
1
7

0．
11

0
．
3
4

0
．
0
6

0
．
1
7

0
．
0
2

3
．
0
0

0
，
2
6

0
．
3
8

7
．
2
6

0
．
4
2

0，
01

1，
42

0．
01

T
o
t
a
l

9
「
・ 6
9 8 70 22

3
4
9

　
14
1
3
1
8

3
，
0
2
8

8
3
4

2ラ
52
3

2
，
4
ユ
9

　
59 43
7

　
20 33
2

9
0
6

1
ラ
5
0
0

　
84
　
96
　
20
　
5 12
1

6，
16
6

13
7

　
5
2，
75
4

19
9

％ 0
．
0
5

0
．
0
0

0
．
0
5

0
．
0
1

0
．
2
8

0．
11

0
．
2
5

2
．
4
3

0
．
6
6

2
．
0
2

1
．
8
4

0
。
0
4

0
．
3
5

0，
01

0
．
2
6

0
．
7
2

1
．
2
0

0
．
0
6

0
．
0
7

0，
01

0
．
0
0

0
．
0
9

4
．
9
5

0
．
1
0

0
．
0
4

2
．
2
0

0
．
1
5



ま 1

No
． 11
4

11
5

11
6

11
7

11
8

11
9

12
0

1
21 12
2

12
3

12
4

12
5

12
6

12
7

12
8

12
9

13
0

13
1

13
2

Sp
ec
ie
s　
na
me

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ

ウ
チ
ワ
　
エ
　
ビ

エ
　
　
ビ
　
　
類

ヤ
　
ド
　
カ
　
類

ビ
　
ワ
　
ガ
　
ニ

カ
イ
　
カ
ム
　
リ

ヘ
イ
ケ
ガ
ニ

キ
メ
　
ン
ガ
ニ

コ
　
ブ
’
　
シ
　
　
ガ
㌧
　
二

ト
ラ
フ
カ
ラ
ッ
パ

ヒ
　
シ
　
ガ
　
ニ

ジ
ャ
ノ
メ
ガ
ザ
’
ミ

イ
　
シ
　
ガ
　
ニ

シ
マ
イ
シ
ガ
ニ

カ シ モ ヒ ブ
’

　
二
　
　
類

　
ヤ
　
　
　
コ

ミ
　
ジ
ガ
イ

　
　
デ
　
類

ン
ブ
ク
類

Al
ph
eu
s　
br
ev
ic
ri
st
at
us

Ib
ac
us
　
ci
li
at
us

Ma
cr
u
ra

An
om
ur
a

Ly
re
i（
lu
s　
tr
id
en
ta
tu
s

D
ro
mi
a　
d
eh
aa
ni

Do
ri
pP
e　
ja
po
ni
c
a

D
or
ip
pe
do
rs
ip
es

L
eu
co
s
ia
　
ob
tu
si
fr
on
s

Ca
la
pP
a
　
lo
ph
os

La
mb
r
us
　
va
li
du
s

Po
rt
un
us
　
sa
n
g
ui
no
le
nt
us

Ch
ar
yb
di
s　
ja
po
ni
ca

C．
cr
uc
ia
ta

Br
ac
hy
ur
a

S
qu
il
la
　
or
at
or
ia

As
tr
op
ec
te
n　
sc
op
ar
iu
s

As
te
ro
id
ea

Ec
hi
no
id
ea

Ja
n．
～
Ma
r．

9「
・ 28
0

13
5 83

35
8 37

2，
01
1

　
18
　
79
1シ
47
2

％ 1．
95

0．
94

0，
57

2．
49

0，
25

14
．
03

0．
12

0，
55

10
．
27

Ap
r，
～
Ju
n．

gL

4

3，
26
9

　
31 10 25 7
5

32
0

　
9

21
6

4，
06
6

　
43
8

81
9

　
5

％ 0．
01

8。
31

0．
07

0．
02

0．
06

0．
19

0．
81

0．
02

0．
54

10
．
34

1．
11

2．
08

0．
01

Ju
1．
～
S
e
p
t
．

9L 　
　
3

　
　
2

1，
75
5

12

37
4

24
6

52
4

64
3 56

57
1

　
41
4ラ
78
2

　
30
2

85
1 46

％ 0．
00

0．
00

4．
53

0．
03

0．
96

0．
63

1．
35

1，
66

0．
14

1，
47

0．
10

12
．
36

0．
78

2．
20

0．
11

O
c
t
．
～
D
e
c
．

9
「
・

1，
56
1

　
20

　
10
4

　
22
8

　
52
1，
05
7

1，
04
1

　
5

　
87

　
96
0
　
14
9

5
3
9

80

％ 4
．
9
0

0
．
0
6

0
．
3
2

G
。
7
1

0
．
1
6

3
．
3
2

3
．
2
7

0．
01
’

0
．
2
7

3．
Ol

O
．
4
6

1．
65

0
．
2
5

T
a
t
a
I

9
「
・

　
　
7
　
　
2

6，
86
5

　
3
1
　
1
2
　
2
0
　
4
8
8
　
6
3
4

　
7
3
4

2
，
3
7
8

　
6
5

1
，
8
6
5

　
　
5
　
1
2
8

11
ン
81
9

　
9
0
7

　
　
79

3，
68
1

　
1
3
1

％ 0
．
0
0

0
．
0
0

5，
51

0
．
0
2

0
。
0
0

0．
01

0
．
3
9

0
，
5
0

0
．
5
8

1
．
9
0

0
．
0
5

1
．
4
9

0
．
0
0

0
．
1
0

9
，
4
8

0
．
7
2

0
．
0
6

2
，
8
5

0
．
1
0



の右欄に3ケ年間に出現した各魚種の重量と混獲率を示したが，最も混獲率の高い魚種はネズミゴチ7．9％

で次いでサルエビ4。9％，ゲンコ4．8％，ヌメリゴチ4・3％，ヒメジ3，5％，ネンブツダイ3，5％，オキヒイ

ラギ2，8％，1・ラエビ2，2％，マエソ2。1％，

ヒメコウイカ2・0％……がみられる。これら

を大別して総観すると，魚類は全体の52・7

％，甲殻類28・3％，軟体類10・4％，その他の

生物が8、4％をしめている。

　次に，雑魚組成の年計で混獲率1％以上を

占める種類について混獲率の季節変化をみる

と，各魚種の季節変化の型にはいくつかの類

似した傾向を示すものがみられるので，これ

を類別してFig・3に示した。4－6月に混獲

率の高い魚種（Fig・3a）はヨメゴチなど3種

類，7－9月に混獲率の高い魚種（Fig。3b）と

してネズミゴチなど4種類がみられ，10－12

月に混獲率の高い魚種としてジャノメガザミ

など5種（Fig・3d），10－12月，1－3月の秋～

冬期に混獲率が高く4－9月の春～夏期に低

い魚種としてオキエソなど7種類がある。こ

の他にヒメジ，ミミイカのように周年を通じ

て大きな変化をしめさない魚種もみられる

（Fig。3e）．

　上述したように各種の混獲率の変化状況を

5つの型に類別したが，これらの各種のうち

魚類16種について季節別に混獲率の高い順

に配列し，各季節間の魚種組成の相違を順位

相関係数によって検討した。4－6月と7－9
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Fig．3．Seasonal　variation　of　relative　amount　of

　　　‘‘other　fishes”．

月の関係はr、＝0・7148（t＝5・00，t表（14・0・05）；2・145）で相関関係が認められるが，7－9月と1－3月

はr、＝0．3706，1－3月と4－6月はr，二〇・2795，1－3月と10－12月はrs＝0。1736，10－12月と7－9月は

rs＝0。0089，10－12月と4－6月はr，＝0・0941となり無相関関係を示している。

　（3），重要魚種の漁獲量

　（a），漁獲量の年変化

　小型底びき網漁業で主要な魚種としてエビ類の他に，ハモ，エソ類，イカ類，チダイがみられる。今回の

調査ではハモ，エソ類，イカ類，チダイの漁獲量の資料が得られたのは1962，1963年のみであり経年変化

の傾向を推察することはできないが，これらの魚種は中型底びき網漁業においても重要な対象魚種となって

おり，1951年より1965年まで豊後水道，日向灘海域で操業した漁船について漁獲物調査が実施されている。

その結果をみると，ハモは1952年を頂点に累進的減少傾向を示し，マエソは周期変動を伴いながらも全般

に減少傾向にあり，コウィカには大きな累年変動はみられず平衡的に推移し，チダイはイボダイ等とともに

年変動の大きい魚種であることがみとめられている（横田ほか1963，工藤ほか1968）。

　Fig．4に本調査で得たエビ類の1隻当り漁獲量の年変化を示した。クルマエビは1964年に漁獲量が多く

年平均1隻L5kg程度の好漁を示したが，1967年は1kg程度となり，1968，1969年は0・7k琴の低い水

準で平衡状態を示してし）る。クマエビはクルマエビと同様，1964年に好漁がみられ年平均4・2kgの漁獲量

を示したが，1968，1969年に急減し1969年は年平均0・2kgとその減少は著しい・ヤワラ（クルマエビ・
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Fig。4．Annual　nuctuation　of　catch　per　boat　on

　　　shrimp　and　prawn，

クマエビ等大型エビの脱皮直後のものの総

称）は1964，1967年に漁獲量が多いが，1969

年は少ない。オゾ（ヨシエビ主体），ヨリ（ト

ラエビ，サルエビなど小型エビのうちで比較

的に大きいもの）の漁獲量は1964年に1kg

台を示すが，1968，1969年は0。5kg台に低

下している。シバエビ　（小型エビの総称で主

としてトラエビ，サルエビ〉は1964年に12

k9で最低値を示したが1967～1969年は15

～17kgとやや増加している。

　（b），重要魚種の漁獲量の月別推移

　i．ハモMuraenesoxcinereus（FoRsK且L）

　1962，1963年の1隻当り漁獲量の月別推移

をFig．5aに示した。漁獲量は6月より増加

傾向がみられ，8－9月をピークとしてハモ

漁の盛漁期を示すが10月以降減少しはじめ

12月には漁期はじめの水準まで低下し，．冬期

には極く少量漁獲されている程度である。豊

後水道，日向灘の沖合で操業する中型底びき

網の漁獲物のハモ漁獲量は豊後水道では9月

にピークを示し10以降減少し，南部の日向灘

では1月おくれて10月にピークがあらわれ，

その後減少する傾向がみとめられる（工藤・

通山1967）。延岡湾と北部の日向灘．の場合に

もピークの位置は1月おくれて沖合では10

月に出現する。また宮崎県の北，中，南部海

域のハモ延縄漁業の漁況からみても，北部は

6・7・8月，南部は7・8月と2月頃に盛期があ

り，10月以降は深みへしかも南日向灘へ移動するものと考えられる。

　ハモの体長組成はFi9・6のようになり，漁獲物の肛門長範囲は11～66cmで主として20～40cmのもの

がその大部分をしめ，ピークは25cm級に認められる．中型底びき網の漁獲物の体長範囲は16～49cmで

ピークは25～26cm級にあり（南海区底魚調査概要1951～1963），小型底びき網手繰2種の体長組成と類似

した傾向を示している。

　ii．エソ類Synodontidae

　エソ類にはオキエソTrachioncephalus　myops（SGHNEIDER）とマエソSaurida　undosquamis（RlcHARD－

soN），ワニエソSauridatumbil（BLoGH），トカゲエソSaurida　elongata（TEMMINcK　etScHLEGEL）が含ま

れているが，オキエソ，ウニエソ，トカゲエソの漁獲量は少なく大部分はマエソとみてさしつかえない。マ

エソと同程度の大きさのワニエソとは外見上見分け難いので，市場でエソ標本として購入したものについて

生態調査を実施した結果でも測定標本164尾のうち，マエソ146尾，ワニエソ18尾となっている。

　1航海当り漁獲量の月別推移をFig，5bに示した。1962年の6－9月には漁獲量は少なく，1，2月に漁獲量

の増加が冷られ，1963年は5－7月を谷として12－3月は多獲されている。ピークは両年とも1月に出現し，

秋冬期に漁獲量が多い。この結果は，中型底びき網など隣接海域のマエソ漁獲量の推移についての報告（工

藤・通山1967）により，工1月を転期として豊後水道より外海域ヘマエソの移動が行なわれ，日向灘で秋冬
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期に漁獲量の増加するものと推定したこととほ

ぼ一致している。

　iii．チダイEvynnisjaponicaTANAKA

　小型底びき網で漁獲されるチダイの大部分は

当才魚と満1才魚であり，雑魚に含まれている

チダイは幼魚期のもので市場価値の少ないもの

であるが，成長したものは銘柄魚（シバダイ）

として取扱われている。

　1962，1963年のチダイの1隻当り漁獲量の月

別推移をFig・5cに示した。1962年は7月より

漁獲量の増加傾向がみられ，10月にピークが出

現している．1963年も7月より増加し，10－12

月の漁獲量が多いことが認められる。雑魚組成

で幼魚の混獲率をみると，1－3月は0・12％で

少ないが4－6月になるど3・40％で最も多く，

7－9月は0・19％，10－12月には殆んど雑魚の

中には出現していない．

　日向灘産の本種の産卵期は・10－12月と推定さ

れ（通山，1965），幼稚魚は12月頃より舟びき網，パッチ網で混獲されるが，小型底びき網に混獲されはじ

めるのは雑魚中に幼魚の混獲率の高くなる4－6月頃であり，この群の成長によってシバダイとして市場に

水揚されるようになり，7月以降のシバダイ漁獲量の増加傾向に連なるものと考えられる。

　Fig．7に1967，1968年に実施した体長測定結果を示した。幼魚の体長組成の月別推移には一連の成長過

程がうかがわれ，両年とも10月の体長組成には11－12cm級にピークをもつ群が出現しているが，この群は

沖合で操業するIlI型底びき網で10－12月頃漁獲されるチダイ当才魚の体長組成のピークの位置とほぼ一致し
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三河湾では4月下旬～5月中旬が産卵盛期とされている（安田，1951）。

盛期は4月中旬～5月下旬と推定され，体長の推移では5月に雌で13・0～13・5cmまで，雄で15．0～15。5

cmに成長するとされている。延岡湾産も同様な生態を示すものとみると，盛．漁期の群は産卵前期にあたる

ものと思われ，産卵期には漁場外に移動するものと考えられる。また，外海域と大分，愛媛の瀬戸内海域の

盛漁期は時期的づれが認められることから，外海域と内海域との回遊が想像されるが，今後，生態調査や標

識放流などの手段によって明らかにする必要があろう。

　V．　クマエビPenaeus　semisulcatus　DE　HAAN

　1隻当り漁獲量の月別変化を年次別にFig・10に示した。各年とも漁獲量の月別推移の傾向はほぼ一定し

た様相がみられ，好漁をみた1963年，不漁に終った1969年においても漁期は4－6月と10－11月頃で，漁獲

量のピークは5月（年により4月の場合もある）と11月に出現し，主漁期は10－11月にみられる。冬期（1

－3月）と夏期（7－9月）の漁獲量は僅少である。

　次に，日々の1隻当り漁獲量の推移を漁期別に検討し，移動，回遊状況について考察した（1962年の日

々の1隻当り漁獲量の推移をクルマエビと共にFig，12に示した）。

　4－6月の漁況の推移　1962年は2～4k9程度の漁獲が4月6日～7月16日頃まで続き，7月17日以降

は1k9以下の漁となっている。特に，5月14～18日に5～13kgの漁獲が集中的にみとめられる。1963年

は4月16～24日まで2・5～5kgの好漁があり，5月中旬までほぼ2kg以上の漁が続き，5月下旬までは

クルマエビよりクマエビの漁獲量が多い。1964年の4月はクルマエビと同程度の漁獲状況で1k9以下の漁

ており，発生後1年目のおよその平均的成長を現わしてい

るものと推察される。チダイの成長については後日報告の

予定である。

　iV．　コウイカSepia　esculenta　HoYLE

　小型底びき網の漁獲物でイカ類とされた銘柄の中にはコ

ウイカ，カミナリイカ，ヒメコウイカ，シリヤケイカ，シ

シイカなどが含まれているが大部分はコウイカと。思われる

ので，ここではイカ類の漁獲量をコウイカとして取扱っ

た。

　コウイカの1962，1963年の1隻当り漁獲量の月別変化

をFig・5dに示した。両年とも6 9月の夏季には殆んど

漁獲されていない。10，11月頃より増加傾向を示すが漁

獲量はまだ少なく12月頃より増大し，1962年は2，3月

に，1963年は2月にピークを示し，4月以降は減少してい

る。豊後水道，日向灘水域の中型底びき網で漁獲されるコ

ウイカの漁況も本調査の結果と同様な傾向がみられる。

1959－1962年の農林統計により隣接海域の月別漁獲量の4

ケ年間平均値の推移をFig・8に示したが，大分，愛媛の

瀬戸内海側では5月と11－12月にピークが認められ5月の

漁獲量が最も多くなっている。

　コウイカの外套背長測定を12－3月の盛漁期に実施した

ので，その結果を雌について図示するとFig・9のように

なる。測定尾数が少ないので成長過程の推察は充分できな

いが，盛漁期の体長範囲は7～15cmで，漁期後半になる

につれて大型のものが多く出現するようである。

　コゥイカについて従来報告された結果をみると，伊勢・

　　　　　　　　　　富山（1957）は周防灘の本種の産卵
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　　　8s6％」6n伽HOLYE．

を示したが，5月2日～8日にかけて3～7kgの好漁があり，その後は2k9以下の漁で漸次減少し，5月下

旬以降はクルマエビの漁獲量が優先している。1967年は4月14日～5月8日頃まで2～11k9程度の集中

的な漁況を示したが，それ以後においては減少に転じ，5月下旬以降はクルマエビより少なくなっている。

1068年の4～5月はクルマエビより漁獲量は『上廻っているが，集中的な漁獲はみられず，2～3kg漁獲

した船が5月15～21日の間に若干みられる程度である。1969年4月は1k9以下の漁でクルマエビより少

なく，5月9日に2～3kgの好漁をみたのみでその後は2k9以下の漁況を示し，6月中旬以降は0。5kg

以下に減少している。
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　10－11月の漁況の推移1962年10月上，中旬に2～5kg程度の漁がみえはじめ，10月29日～11月5日

の間は10～14kg程度の好漁が集中して続き，その後も4kg前後の漁況がみられ，12月に入り漁況は断続

的となり中旬以降は減少している。1963年は9月中旬に1時2kg前後の漁があるのみでその後減少し，10

月下旬より2k9以上の漁況が11月まで続いている。5kg以上の集ll・的漁況は11月8～11日，21～25日

に出現している。1964年は10月中旬より2kg以上の漁獲があり11月一杯好漁が続いた。特に，11月10日

前後の約1週間は20～50kgの漁獲があり，他の年の集中的漁獲よりも遙かに卓越した漁獲状況を示した。

1967年は10月11～25日まで4k9以上の好漁があり11月5～19日に同じ4kg以上12k9までの漁獲が集

巾的にみられ，11月下旬以降は0・5k9以下の漁となっている。1968年は10月に入り1k9前後の漁況で

はじまり10月28日～11月9日に2k9以上14k9程度の漁獲があり，中旬にやや減少し，下旬に1～5k9

の漁が一時みられ，12月には減少した。1969年は10月1¢～20日に0・5kg前後の漁があり，11月6－10日

に0・5kg前後の漁獲があったのみで殆んど漁獲されなかった。

　以上，4－6月，10－11月の漁況について述べたが，この両漁期に行なわれた頭胸甲長測定結果をみると

Fi9，11のようになり，5月と7月の体長組成は10，11月のものより大きい方に分布している。また，10月

以降11，12月と成長過程を示唆するような体長組成の推移がみられるが，測定個体数が少ないので十分な

検討はできない。

、従来報告された知見をみると，八柳ら（1956）は周防灘産クマエビの産卵期は6月中旬から9月上旬まで，

盛期は6月下旬から8月の間で，当年生稚エビは8月以降大量に出現し，稚エビはアマモ地帯で成育する

が，成長に伴ない内湾でも深所に更に9月以降は湾外に，10月以降は水深20m附近まで移動するとされて

いる。紀伊水道徳島県側のクマエビについては小竹ら（1958）によって報告され，稚エビの出現時期は7－

10月にみられ稚エビはアマモ地帯に多く，成長するにつれ藻場を離れ，沖合への移動は9月中旬頃からで，

その大きさは頭胸甲長30mmとされ八柳らと同様な結果が得られている。
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従って，延岡湾で4－6月頃漁獲される個体は産卵のため来遊した親エビ群で，10－11月の漁期にみられる

個体は当年生の若令群であろうと推定される。

　産卵群，若令群の漁期中，日々の1隻当り漁獲量に集巾した漁況が1～2回みられるが，同じく大型エビ

であるクルマエビの漁況推移には特に集中的に漁獲量が増加する傾向はみられず，これはクマエビの産卵

群，若令群が漁場へ補給される場合に成群して来遊し，漁期中のある時期に集中的に移動する本種特有の性

質をもつことが想像される。

　クマエビの移動について幡手（1963）は大分県臼杵湾のものについて報告し，、10－11月の当年生エビは内

湾で生育し，12月頃より深所へ移動しはじめるとされている。従来，湾内より湾外へ深浅移動することが

明らかにされているが，延岡湾のように藻場の少ない海域で時期により集中的に漁獲される現象について

は，湾内⇔湾外への深浅移動の他に，徳島水産駐在所（1950）の報告で瀬戸内海より紀伊水道南部へ移動す

ることが推察されているように，豊後水道域においても水道の北部から南部域への移動を次の点から想定さ

れる。

　臼杵湾では若令群の月別漁獲量のピークが10月にあり延岡湾の場合よりも1ケ月早目に出現しているこ

と。産卵群は6月にピークをもち，延岡湾の場合より1ケ月ピークの出現時期がおくれていること。10月一

1月は内海系寒水帯の水道内への張り出しの期間であること（能津1963）など水温の低下にともないクマ

エビ群の南下移動が促進され，このため北部より急速に南下した群と延岡湾地先で成育した群によって10－

11月の延岡湾周辺域での漁況が支えられているものと推察される。また，1月以降には10－11月に卓越した

群は殆んど漁獲されず，砂中に潜入して漁獲対象となりにくいものか，沖合で操業する中型底びき網の漁獲

物中にもみとめられないことから，その移動状況は不明である。4月頃延岡湾の底層水温18。C台の頃より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
漁獲されはじめ，4－5月にピークがみられるが，臼杵湾では6月にピークが出現することから，南部より
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北上した群が漁獲されていることも考えられよう。

　VI．　クノレマエビPenaeus　japonicus　BATE

　有明海では周年漁獲されるが盛期は8－10月（池末，1963），周防灘では6－10月が出現の盛期（前川，1961）

とされ，延岡湾では周年漁獲されるが盛漁期は8－10月（宮崎沿指，1970）とされている。筆者らが取纒め

た月別1隻当り平均漁獲量の推移状況をFig・13に示したが，各年とも全般的に冬期の漁獲量は少なく，4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月頃より漁況は活発となり5月以降比較的高

　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い水準で平衡的に推移し，1963，1964，1968

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年の7月には一時漁況の低下をみたが，8月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以降は増大し9月には各年とも共通して漁獲

　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量は最高値を示している。その後，10月にや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や減少，11月以降は急に少なくなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従って，延岡湾のクルマエビの主漁期は9月
（　2
望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を中心とした8－10月頃と推定され，宮崎県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沿岸漁業指導所の報告と同様な結果が得られ
　お

　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。これらの結果より推測すると，クルマエ
　FΩ　2

　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビはクマエビに比較して，移動は小さく，成
　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群性も弱い種とみられる。
　も

　冨2
　Q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962－1964年，1967－1969年までの6ケ年

　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間にわたり，延岡市土々呂漁業協同組合に水
　　　　　　F。瓦　　A捗　　」、几　　、、、魯　　o。し　　D。G　　揚された小型底びき網手繰2種漁業の漁獲物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について各船毎の漁獲量統計，航海数，雑魚
　Fig．13．　Seasonal　variation　of　catch　per　boat　of

　　　　　p6％磁％sノ砂o吻6％5BATE．　　　　　　　　　　　組成，体長測定調査などを実施した資料に基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づき，漁獲物組成と重要魚種の漁獲量の季節

変化について検討し，次のような結果を得た。

　（1），年間総漁獲量に対するエビ類の占める漁獲比率の経年変化は1962年27・2％，1963年32・4％，1964年

51，2％，1967年50・7％，1968年31・6％，1969年29・0％となっている。これを年漁獲金額に対するエビ類

の割合としてみると1964年が84。0％，1967年77。9％，1968年70，0％，1969年72・7％で，エビ類は小型

底びき網2種漁業の主要資源となっている。

　（2），エビ類の月別混獲率は年により若 トの相違がみられるが，全般的にみると，4－12月の期間は漁獲量

の50％近くをエビ類でしめi1－3月の冬期には減少する傾向がみられる。魚類の漁獲量は7一＝9月に増大す

る（漁獲量の48～53％）・が，魚種によって季節変化の型は異なっている。イカ類（主としてコウイカ）は1

－3月に漁獲量が最も多く55～56％をしめるが7－9月には著しく低下する。

　（3），雑魚組成の年計で混獲率1％以上の魚種23種を選び，混獲率の季節別変化傾向を5うの型に類型化

してFig・3に示した。更に，これらの魚種を季節別に混獲率の高い順に配列し，季節間の雑魚組成の相違

を順位相関係数で示した。4－6月と7－9月の関係のみ相関が認められた。

　（4），クマエビ，クルマエビの1隻当り漁獲量の年変化をみると，両種とも1964年に好漁を示したが，ク

マエビは近年著しく減少し，1969年は0・2k9程度に低丁した。クルマエビは1968，1969年ともOJ7Lkg台

の低い水準で平衡状態を示している。

　（5），漁獲量，水揚金額で主要な位置をしめるハモ，エソ，チダイ，コウイカ，クマエビ，クルマエビの1

隻当り漁獲量の月別変化と漁況および体長組成などについて検討した。
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